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五
大
寄
港
地
を
拠
点
に
文
化
、癒
や
し
、グ
ル
メ
の
旅
へ

取
材
協
力
・
韓
国
観
光
公
社

済
州

６
月

日

ソ
ウ
ル
で
開
催

世
界
の
旅
行
会
社
が
商
談

コリア・クルーズ・トラベル・マート

釜
山

仁
川

麗
水

束
草

世
界
最
大

万
㌧
の
船
も
接
岸
可
能
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「思索する庭園」

オーソロック茶博物館に隣接の茶畑

城山日出峰

民俗自然史博物館

　
大
型
客
船
が
停
泊
す
る
済
州
港
（
写
真
提
供
＝
済
州
観
光
公
社
）

　
韓
国
観
光
公
社
は
、
韓
国
へ
の
ク
ル
ー
ズ
誘
致
、
寄
港
地
の
旅
行
商
品
開
発
を
目
的
に
、
「
２
０
１
８
コ
リ
ア
・
ク
ル
ー
ズ
・
ト
ラ
ベ
ル
・
マ
ー

ト
」
と
フ
ァ
ム
ツ
ア
ー
を
６
月

日
か
ら
７
月
１
日
ま
で
、
韓
国
・
ソ
ウ
ル
と
ク
ル
ー
ズ
寄
港
地
で
開
催
し
た
。
海
外
か
ら
日
本
、
台
湾
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
旅
行
会
社
、
ク
ル
ー
ズ
客
船
会
社
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
、
パ
ワ
ー
ブ
ロ
ガ
ー
な
ど
約

人
が
参
加
。
韓
国
か
ら
は
港
湾
を
抱
え
る

自
治
体
、
観
光
関
連
企
業
な
ど
約

人
が
参
加
し
、
韓
国
の
ク
ル
ー
ズ
五
大
寄
港
地
の
現
状
を
説
明
。
旅
行
商
品
の
造
成
と
情
報
発
信
を
呼
び
掛
け

た
。
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
の
模
様
と
、
記
者
が
訪
ね
た
済
州
（
チ
ェ
ジ
ュ
）
島
の
港
湾
と
主
要
観
光
地
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

済州港国際旅客ターミナル

西帰浦港国際旅客ターミナル

済州東門市場

西帰浦毎日オルレ市場

韓国の港湾整備状況を説明

個別商談会も行われた

　
韓
国
観
光
公
社
は
６
月


日
、
ソ
ウ
ル
市
内
の
ホ
テ
ル
で

「
２
０
１
８
コ
リ
ア
・
ク
ル
ー

ズ
・
ト
ラ
ベ
ル
・
マ
ー
ト
」
を

開
催
し
た
。
韓
国
の
港
湾
を
抱

え
る
自
治
体
、
日
本
な
ど
世
界

の
旅
行
会
社
が
参
加
し
、
活
発

な
商
談
を
行
っ
た
。

　
韓
国
の
関
係
者
は
、済
州
、釜

山（
プ
サ
ン
）、
仁
川（
イ
ン
チ

ョ
ン
）、
麗
水（
ヨ
ス
）、
束
草

（
ソ
ク
チ
ョ
）の
、
韓
国
の
ク
ル

ー
ズ
五
大
寄
港
地
を
説
明
。
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
や
周
辺
の

観
光
地
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
昨
年
の
訪
韓
観
光
客
数
は
１

３
３
３
万
人
。
そ
の
う
ち
ク
ル

ー
ズ
で
は

万
人
が
訪
れ
て
い

る
。

　
国
・
地
域
別
で
は
中
国
が
構

成
比

％
と
ト
ッ
プ
で
、
２
位

が
同

％
の
日
本
。
港
別
で
は

中
国
か
ら
ビ
ザ
な
し
で
入
国
で

き
る
済
州
が
同

％
で
ト
ッ
プ

と
な
っ
て
い
る
。

　
た
だ
、
在
韓
米
軍
の
ミ
サ
イ

ル「
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
」（
サ
ー
ド
）

の
配
備
問
題
で
昨
年
３
月

日

か
ら
、
中
国
か
ら
韓
国
へ
の
ク

ル
ー
ズ
旅
行
が
全
面
的
に
ス
ト

ッ
プ
し
て
お
り
、
現
在
も
そ
の

状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
韓
国
側
の
関
係
者
は
、
早
期

の
終
息
を
望
む
と
と
も
に
、
日

本
か
ら
の
多
く
の
来
訪
を
期
待

し
て
い
る
。

　
韓
国
本
土
南
西
部
の
麗
水

は
２
０
１
２
年
に
万
国
博
覧

会
（
エ
キ
ス
ポ
）
が
開
催
さ

れ
、
世
界
か
ら
注
目
を
集
め

た
。
旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
は

「
麗
水
エ
キ
ス
ポ
旅
客
船
タ

ー
ミ
ナ
ル
」
の
名
称
で
、
高

速
鉄
道
麗
水
エ
キ
ス
ポ
駅
や

エ
キ
ス
ポ
会
場
だ
っ
た
海
洋

公
園
に
も
近
い
。

　
観
光
地
の
一
つ
オ
ド
ン
ド

は
、
海
岸
か
ら
７
６
８
㍍
の

橋
で
つ
な
が
る
小
島
。
３
月

に
咲
く
ツ
バ
キ
の
花
が
有
名

だ
。
橋
の
た
も
と
の
陸
地
と

別
の
島
の
公
園
を
結
ぶ
、
海

を
渡
る
海
上
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

（
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
）
は
足
元

が
透
明
で
ス
リ
ル
満
点
。

　
李
舜
臣（
イ
・
ス
ン
シ
ン
）

将
軍
が
率
い
た
水
軍
の
拠
点

で
、
韓
国
に
現
存
す
る
最
大

の
平
屋
木
造
建
築
、
鎮
南
館

も
見
逃
せ
な
い
。

　
韓
国
の
近
代
史
に
そ
の
名

を
残
す
仁
川
。
韓
国
の
空
の

玄
関
口
で
知
ら
れ
る
が
、
港

湾
の
歴
史
も
古
い
。
現
在
は


万
㌧
級
の
船
舶
が
入
港
す

る
が
、
来
年
は

万
㌧
級
の

世
界
最
大
の
ク
ル
ー
ズ
船
も

入
港
で
き
る
専
用
ふ
頭
と
タ

ー
ミ
ナ
ル
が
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
だ
。

　
港
か
ら
は
タ
ク
シ
ー
乗
り

場
に
行
く
内
部
循
環
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
、
新
浦
国
際
市
場
、

松
島
国
際
都
市
を
結
ぶ
観
光

地
循
環
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
２

種
類
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

が
運
行
し
て
い
る
。

　
新
浦
国
際
市
場
は
仁
川
が

開
港
し
た
時
に
で
き
た
１
０

０
年
の
歴
史
を
持
つ
市
場
。

　
松
島
国
際
都
市
は
仁
川
を

代
表
す
る
新
都
心
で
、
市
立

博
物
館
や
韓
屋
村
な
ど
の
見

ど
こ
ろ
が
あ
る
。

　
束
草
は
韓
国
東
部
の
江
原

道
に
あ
り
、雪
岳（
ソ
ラ
ク
）

山
な
ど
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
て
い
る
。
束
草
港
国
際
ク

ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
市
内

中
心
ま
で
車
で
５
分
ほ
ど

で
、
雪
岳
山
地
域
へ

分
、

襄
陽
（
ヤ
ン
ヤ
ン
）
国
際
空

港
へ
も

分
と
近
い
。

　
市
内
地
域
で
は
、
戦
争
で

故
郷
の
北
朝
鮮
側
に
帰
れ
な

く
な
っ
た
失
郷
民
が
定
着
し

た
ア
バ
イ
村
が
有
名
。
ア
バ

イ
と
は
北
朝
鮮
の
言
葉
で
父

親
の
意
味
。
故
郷
を
思
い
、

作
り
始
め
た
と
い
う
伝
統
料

理
が
お
い
し
い
と
評
判
だ
。

「
ア
バ
イ
ス
ン
デ
」
「
オ
ジ

ン
オ
（
イ
カ
）
ス
ン
デ
」
な

ど
で
、
こ
れ
ら
は
束
草
観
光

水
産
市
場
で
も
味
わ
え
る
。

　
雪
岳
山
地
域
で
は
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
や
温
泉
入
浴
が
楽
し

め
る
。

　
釜
山
は
博
多
港
か
ら
ジ
ェ

ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
で
３
時
間
。

気
軽
に
行
け
る
外
国
だ
。

　
釜
山
港
国
際
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
は
、
高
速
鉄
道
Ｋ
Ｔ
Ｘ

釜
山
駅
か
ら
す
ぐ
の
便
利
な

立
地
。
駅
や
南
浦
洞
国
際
市

場
を
結
ぶ
無
料
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
も
運
行
し
て
い
る
。

　
南
浦
洞
国
際
市
場
は
１
９

５
０
年
代
か
ら
国
際
的
な
商

品
が
取
引
さ
れ
て
い
る
市

場
。
庶
民
的
な
グ
ル
メ
を
楽

し
め
る
富
平
市
場
や
土
産
を

調
達
で
き
る
ア
リ
ラ
ン
通
り

の
散
策
も
楽
し
い
。
街
を
一

望
す
る
釜
山
タ
ワ
ー
や
海
産

物
を
扱
う
チ
ャ
ガ
ル
チ
市
場

も
外
せ
な
い
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

　
海
雲
台
、
広
安
里
の
二
つ

の
海
水
浴
場
は
夏
の
定
番
ス

ポ
ッ
ト
。
海
雲
台
の
セ
ン
タ

ム
シ
テ
ィ
は
人
気
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

　
韓
国
本
土
の
南
に
浮
か
ぶ

済
州
島
は
、
「
東
洋
の
ハ
ワ

イ
」
と
古
く
か
ら
韓
国
人
に

親
し
ま
れ
て
い
る
リ
ゾ
ー
ト

島
だ
。
島
北
部
の
済
州
島
第

１
の
都
市
済
州
市
と
、
島
南

部
の
第
２
の
都
市
西
帰
浦

（
ソ
ギ
ポ
）
市
が
そ
の
玄
関

口
で
、
と
も
に
最
新
設
備
を

持
つ
ク
ル
ー
ズ
の
国
際
旅
客

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。

　
済
州
市
の
ク
ル
ー
ズ
専
用

タ
ー
ミ
ナ
ル
「
済
州
港
国
際

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
は
２
０

１
２
年
に
開
港
し
た
新
し
い

タ
ー
ミ
ナ
ル
で
、
市
の
中
心

か
ら
車
で
５
分
ほ
ど
に
あ

る
。
最
も
大
き
い
ふ
頭
は
長

さ
３
６
０
㍍
、水
深

㍍
で
、


万
㌧
級
の
船
の
接
岸
が
可

能
だ
。

　
一
方
、
西
帰
浦
市
の
ク
ル

ー
ズ
専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
高

級
リ
ゾ
ー
ト
の
中
文
観
光
団

地
に
近
い
江
汀
（
カ
ン
ジ
ョ

ン
）
地
区
に
今
年
完
成
し
た

ば
か
り
だ
。
こ
ち
ら
は
さ
ら

に
規
模
が
大
き
く
ふ
頭
の
長

さ
１
１
１
０
㍍
、
水
深

～


㍍
で
、
世
界
最
大
の

万

㌧
級
の
船
が
接
岸
可
能
。
目

の
前
に
２
０
０
２
年
に
行
わ

れ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ

カ
ー
の
競
技
場
、
遠
く
に
済

州
島
の
シ
ン
ボ
ル
・
ハ
ル
ラ

山
を
一
望
す
る
景
色
の
良
さ

も
自
慢
だ
。

　
済
州
島
の
主
な
観
光
地
を

紹
介
し
よ
う
。
済
州
市
の
東

門
市
場
、
西
帰
浦
市
の
毎
日

オ
ル
レ
市
場
は
、
オ
レ
ン
ジ

な
ど
の
フ
ル
ー
ツ
や
魚
介
類
、
日
用
品
を
販
売
す
る
市

民
の
台
所
だ
。
韓
国
の
庶
民
生
活
の
一
端
を
垣
間
見
ら
れ

る
。

　
済
州
市
の
民
俗
自
然
史
博

物
館
は
、
済
州
島
の
人
と
自

然
の
歴
史
を
展
示
す
る
資
料

館
。
近
く
に
は
か
つ
て
済
州

島
に
あ
っ
た
タ
ム
ナ
王
国
を

つ
く
っ
た
３
人
の
神
人
が
誕

生
し
た
と
い
う
伝
説
を
持
つ

三
姓
穴
が
あ
る
。

　
城
山
日
出
峰
は
島
の
東
海

岸
に
あ
る
高
さ
１
８
０
㍍
の

丘
で
、
水
中
火
山
の
噴
火
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
典
型
的
な

タ
フ
コ
ー
ン
（
火
砕
丘
）
。

２
０
０
７
年
に
世
界
自
然
遺

産
、
２
０
１
０
年
に
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
た
。

　
城
山
日
出
峰
の
近
く
に

は
、
海
を
一
望
す
る
景
勝
地

で
、
韓
国
の
人
気
ド
ラ
マ

「
オ
ー
ル
イ
ン
」
の
ロ
ケ
地

に
な
っ
た
ソ
プ
チ
コ
ジ
が
あ

る
。

　
島
の
西
側
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
あ
る
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
、
オ
ー
ソ

ロ
ッ
ク
茶
博
物
館
は
、
韓
国

の
有
名
な
緑
茶
メ
ー
カ
ー
が

経
営
す
る
お
茶
に
関
す
る
博

物
館
。
周
囲
に
広
が
る
茶
畑

の
景
色
が
美
し
い
。

　
「
思
索
す
る
庭
園
」
は
、

１
９
９
２
年
造
成
さ
れ
た
盆

栽
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
も
い

え
る
庭
園
。
「
世
界
で
最
も

美
し
い
庭
園
」
と
呼
び
声
も

高
く
、
中
国
を
は
じ
め
世
界

の
要
人
が
訪
れ
て
い
る
。

　
西
帰
浦
の
港
に
近
い
大
浦

海
岸
柱
状
節
理
は
、
海
岸
約

２
㌔
に
展
開
す
る
奇
岩
群
。

火
山
の
噴
火
で
流
出
し
た
溶

岩
が
冷
め
て
固
ま
り
、
五
角

柱
や
六
角
柱
の
岩
柱
が
い
く

つ
も
重
な
る
ユ
ニ
ー
ク
な
形

に
な
っ
た
。

　
西
帰
浦
の
市
街
地
に
は
、

韓
国
の
天
才
画
家
で
、
同
地

ゆ
か
り
の
イ
・
ジ
ュ
ン
ソ
プ

（
１
９
１
６
～
１
９
５
６
）

の
美
術
館
と
、
そ
の
名
を
冠

し
た
散
策
路
が
あ
る
。
お
し

ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
や
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
売
る
店
が
あ
り
、
若

者
ら
に
人
気
だ
。


